
 
 

  

       

 

  が
っ
て
し
ま
い
上
手
く
演
奏
で
き
な
か
っ

た
と
先
輩
た
ち
に
聞
い
て
い
た
の
で
、「
毎

日
の
練
習
が
一
番
緊
張
す
る
よ
う
な
厳
し

い
目
標
で
取
り
組
も
う
」
を
合
い
言
葉
に

練
習
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
番
で

は
曲
の
す
ば
ら
し
さ
や
音
楽
の
楽
し
さ
を

客
席
に
届
け
る
よ
う
な
気
持
ち
で
演
奏
す

る
こ
と
が
で
き
、
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
３
月
27
日
に
東
京
の
バ
リ
オ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
17
回
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
金
賞
を

受
賞
、
ま
た
、
４
月
２
日
に
埼
玉
県
の
和
光

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
第
13
回
ジ
ュ
ニ
ア
打
楽
器
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
最
優
秀
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
、
３
つ
の
大
会
で
全
国
制
覇

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会

の
表
彰
式
で
「
ゴ
ー
ル
ド
金
賞
」
と
い
う
言

葉
を
聞
く
た
び
に
喜
び
や
厳
し
い
練
習
を

乗
り
越
え
た
充
実
感
が
こ
み
あ
げ
て
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
よ
り
い
っ
そ
う

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

会
期
間
中
、
私
達
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
と
市
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
と
て
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
27
年
3
月
21
日
に

東
京
の
府
中
の
森
芸
術
劇

場
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
第
38
回
全
日
本
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
し
ま
し
た
。 

今
回
は
打
楽
器
八
重
奏

と
い
う
編
成
で
、
ギ
リ
ン
グ

ハ
ム
作
曲
の
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示

録
の
天
使
た
ち
」
と
い
う
曲

を
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
曲

は
コ
ン
ク
ー
ル
以
外
に
も

市
音
楽
発
表
会
や
千
葉
県

音
楽
祭
、
１
１
０
番
の
日
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
多

く
の
演
奏
機
会
を
い
た
だ

き
、
そ
の
都
度
目
標
を
高
め

て
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。 

 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
東

関
東
か
ら
２
チ
ー
ム
だ
け

が
全
国
大
会
に
進
め
る
と

い
う
大
変
厳
し
い
コ
ン
ク

ー
ル
で
す
が
、
２
年
前
に
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

全
国
大
会
に
出
場
し
た
時

は
本
番
で
緊
張
の
あ
ま
り
あ 
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 祝 

☆ 

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

☆ 

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会 

☆ 

ジ
ュ
ニ
ア
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会 

市
立
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
３
大
会
全
国
制
覇 

東金市長に金賞受賞の報告 



 

と もだちと仲良くする子 

う んどうを頑張る子 

が くりょく伸長を図る子 

ね ばり強く学ぶ子 

 

 
 

 
 

 

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内 

 

東
金
市
立
小
中
学
校
に
就
学
す
る
お
子

さ
ん
が
、
円
滑
に
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
お
困
り
の
ご

家
庭
に
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
援
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

学
校
教
育
課 

℡(

５
０)

１
１
８
４ 

 

 

東小学校 ６４５人  東金中学校 ５７３人 

鴇嶺小学校 ５４０人 東中学校 ４４３人 

城西小学校 ５２７人 西中学校 ３３５人 

丘山小学校 ６９人 北中学校 １２９人 

正気小学校 ３６６人  

《合計》 

小学校児童数…２,７７９人 

中学校生徒数…１,４８０人 

豊成小学校 ２３２人 

福岡小学校 １２９人 

源小学校 ５２人 

日吉台小学校 ２１９人 

教育委員会だより（２） 

『生きる力』の育成 

 

１ 「明るいあいさつ」運動の推進 

２ 「いじめをなくす」運動の推進 

３ 「読書活動」の推進 

４ 「花いっぱい」運動の推進 

５ 「明るい歌声」運動の推進 

(1)学校体育の充実 
(2)健康教育の充実 
(3)食に関する指導の充実 

(1)安全教育・防災教育の推進 
(2)全教育活動を通じたキャリア教育の
推進 

(3)福祉教育の推進 
(4)国際理解教育の推進 
(5)情報教育の推進 
(6)環境教育の推進 

(1)特別支援教育の推進を支える学校組織
体制づくり 

(2)一人一人の教育的ニーズに対応した特
別支援教育の推進 

(3)特別支援教育支援員との連携強化 
(4)交流活動の推進 

(1)学力向上や授業改善に向けた研究の充
実 

(2)幅広い視野と豊かな人間性を身に付け
るための修養の充実 

(3)学校の実態（子ども・地域・保護者）
に応じた研究の充実 

(4)各種研修会への積極的な参加 

(1)学校教育目標の具現化を図る教育課程
の編成と実施 

(2)特色ある学校づくりの推進 
(3)組織マネジメントを生かした機動力の
ある組織づくりの推進 

(4)目標申告・業績評価と学校評価を生かし
た経営の推進 

(5)家庭・地域と幼稚園・小中学校及び他機
関との連携の推進 

(1)「自ら学び、思考し、表現する力」の育
成 

(2)指導目標の明確化と指導方法の工夫改
善 

(3)個に応じた指導の充実 
(4)指導と評価の一本化 
(5)体験活動や問題解決的な学習の重視 
(6)言語活動の充実 
(7)読書活動の充実 
(8)ドリル学習の充実 

(1)豊かな人間性や社会性を培う道徳教
育の充実 

(2)実践的態度を育成する特別活動の充
実 

(3)情意面を重視した生徒指導の充実 
 ①確かな子ども理解と組織的対応の充

実 
 ②一人一人を大切にする集団づくりと

信頼関係の構築 
 ③長欠・いじめの解消に向けた取り組

みの充実 

１ 創意ある学校経営 

 
２ 確かな学力の向上 

 
３ 豊かな心を育む教育の充

実 

 

７ 教職員の資質・能力向上 

（研究と修養）の推進 

 

６ 特別支援教育の推進 

 

重 点 目 標 

５ 今日的な課題に対応し

た 

教育の充実 

の充実 

 

４ 健康・安全・体力向上の推

進 

 

めざす子ども像 日常実践の推進 

１ 創意ある学校経営 

２ 確かな学力の向上 

３ 豊かな心を育む教育の充実 

４ 健康・安全・体力向上の推進 

５ 今日的な課題に対応した

教育の充実 

６ 特別支援教育の推進 

７ 教職員の資質・能力向上

（研究と修養）の推進 

東金市マスコットキャラクター 

とっちー 

 

長 欠 対 策 
 

い じ め 対 策 
 

東金市立小中学校の在籍児童・生徒数  (H27.4.10 現在) 

学 力 向 上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会だより（３） 
  

「
子
ど
も
の
様
子
が
ど
こ
か
違
う
」「
登

校
を
渋
る
」「
表
情
が
さ
え
な
い
」
等
…
。 

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と
が
あ

る
時
は
、
ま
ず
学
校
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 し

か
し
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
学
校

に
相
談
が
で
き
な
い
（
し
に
く
い
）
場

合
や
、
よ
り
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
い
場
合
な
ど
は
、
各
相
談
機
関

が
あ
り
ま
す
。 

〇
子
ど
も
と
親
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

０
１
２
０-

４
１
５-

４
４
６ 

24
時
間
対
応 

〇
24
時
間
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０-

０
‐
７
８
３
１
０ 

 
 

 
 (

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
） 

〇
子
ど
も
人
権
一
一
〇
番 

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０ 

（
千
葉
地
方
法
務
局
） 

〇
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン 

０
１
２
０-

７
８
３-

４
９
７ 

（
千
葉
県
警
察
少
年
セ
ン
タ
ー
） 

  

今
年
度
、
教
育
委
員
会
内
に
「
い
じ
め

問
題
対
策
室
」
を
設
け
ま
し
た
。
い
じ
め

に
関
す
る
相
談
が
あ
る
時
は
、
い
じ
め
生

徒
指
導
相
談
窓
口(

５
０-

１
２
０
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

  

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
は
、
日
本

で
最
初
の
国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
、
大

正
9
年
7
月
17
日
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
指
定
の
当
初
の
名
称
は
、「
成
東
町
肉

食
植
物
産
地
」
で
、
昭
和
53
年
に
現
在
の

名
称
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

こ
の
群
落
地
は
、
作
田
川
に
沿
う
東
金
市

上
武
射
田
と
山
武
市
島
に
ま
た
が
っ
た
約

3.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
低
湿
地
に
あ
り
ま
す
。 

      

 

     

こ
こ
で
見
ら
れ
る
食
虫
植
物
は
、
葉
に

粘
毛
を
備
え
た
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
や
イ
シ
モ

チ
ソ
ウ
、
砂
泥
中
の
地
中
部
に
補
虫
嚢
を

備
え
た
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
葉
や
茎
に
補
虫 

嚢
を
備
え
た
イ
ヌ
タ
ヌ
キ
モ
な
ど
で
、
食 

 

虫
植
物
以
外
に
も
湿
原
に
特
有
な
湿
生

植
物
等
が
数
多
く
自
生
し
て
お
り
、
春
～

秋
に
か
け
て
多
く
の
花
々
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

群
落
内
に
は
、
木
製
の
観
察
路
が
敷
か

れ
て
お
り
、
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

「
成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
を
守
る

会
」
で
は
、
群
落
の
保
護
・
維
持
活
動
を

「
島
愛
土
会
」
と
と
も
に
自
治
体
と
協
力

し
て
、
食
虫
植
物
子
ど
も
教
室
、
観
察
会

の
実
施
、
群
落
内
の
ガ
イ
ド
な
ど
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
、

ご
利
用
下
さ
い
！ 

   

 

   

【
食
虫
植
物
子
ど
も
教
室
】
（
定
員
15
名
） 

7
月
26
日
（
日
）
午
前
9
時
～
11
時
30
分 

【
夏
の
観
察
会
】
（
当
日
先
着
20
名
） 

8
月
2
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
秋
の
観
察
会
】
（
当
日
先
着
20
名
） 

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

（
問
）
市
生
涯
学
習
課(

５０)

１
１
８
７ 

          

 

「
と
っ
ち
ー
」
の
着
ぐ
る
み
の
貸
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

と
っ
ち
ー
は
市
制
施
行
60
周
年

を
記
念
し
て
、
平
成
26
年
4
月
に

誕
生
し
た
東
金
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。 

昨
年
度
よ
り
市
内
外
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
着
ぐ
る
み
を
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

特
に
小
学
校
や
幼
稚
園
の
運
動
会

な
ど
で
は
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者
に

な
り
、
東
金
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
知
名
度
も
上
々
で
す
。 

今
年
度
も
自
治
会
の
お
祭
り
や
学
校

等
の
行
事
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

着
ぐ
る
み
借
用
の
申
請
に
つ
い
て

は
東
金
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

自
然
観
察
学
習
の
す
す
め 

『
成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
』 

今 

後 

の 

予 

定 

 

い

じ

め

の

相

談

は 

 

「
と
っ
ち
ー
」
着
ぐ
る
み
貸
出
し
ま
す
！ 



 

  

  

東
小
学
校
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
『
お
は
な
し
ぱ
れ
っ
と
』
は
平
成

27
年
度
子
ど
も
読
書
活
動
優
秀
実
践

団
体
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。 

     

 

 
 

    

本
団
体
は
、
平
成
11
年
10
月
に
当

時
１
年
生
の
保
護
者
有
志
に
よ
り
発

足
し
、
今
年
度
で
16
年
を
迎
え
ま
す
。

当
初
１
年
生
を
対
象
と
し
た
活
動
も

毎
年
１
学
年
ず
つ
実
施
学
年
を
増
や

し
、
６
年
目
に
は
全
学
年
全
学
級
で
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
伝
統
は
現
在
で
も
受
け
継
が

れ
、
毎
週
火
曜
日
の
朝
の
読
書
の
時 

間
に
全
学
年
21
学
級
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
４
月
に
「
子
ど
も

読
書
の
日
お
話
会
」
を
実
施
し
、
普
段

よ
り
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
し
た
活
動
「
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」
や
「
つ
み
あ
げ
う
た
」

を
披
露
し
て
い
ま
す
。 

   

 

    
会
員
は
現
在
32
名
で
、
子
ど
も
が

卒
業
し
た
保
護
者
Ｏ
Ｂ
の
方
も
所
属

し
、『
お
は
な
し
ぱ
れ
っ
と
』
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

東
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
読

み
聞
か
せ
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
気

持
ち
に
応
え
て
、
会
員
の
方
々
は
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

    

 

  

※ 教育委員会だよりは、年 3 回（6 月、11 月、3 月）の発行を予定しています。 

教育委員会だより（４） 

会員による読み聞かせ風景 

校長 内山知良 

教育委員会だより（４） 

豊かな心をもち，意欲的に学ぶ，たくましい子どもの育成 
・○おおちついて学ぶ子・○かからだをきたえる子・○ややさしい心の子・○ままじめに働く子  

 丘山小学校の創立は、「明治３８年７月７日、小野尋常小学校を廃止して、丘山小学校を設立・開
校する」という学校沿革誌の記述に基づいています。 
今年度、創立１１１年目を迎え、１世紀以上の歴史があります。全校児童６９名（６学級）・教職

員１６名と、規模は小さいですが学校教育目標「豊かな心をもち、意欲的に学ぶ、たくましい子ど
もの育成」の具現化に向け、子ども・教職員が一丸となって教育活動に取り組んでいます。 
地域に目をやりますと、心を和ませてくれる風景が広がり、肌で自然を感じられるところがたく

さんあります。また、圏央道・東金有料道路へのアクセスがよく、東千葉メディカルセンター、千
葉東テクノグリーンパーク工業団地といった施設もあり、教育活動を展開するにあたっては恵まれ
た環境にあります。 
丘山小学校は、地域の方々との結びつきの強い学校です。 
特に、運動会は幼稚園との共催で行っており、保護者の 

みならず体育協会・地元消防団の力を借り、まさに「地域 
総出」といった形でご協力をいただいております。 
今後は、丘山幼稚園や近隣の学校との交流活動に力を入 

れていきたいと考えています。 
これからも、保護者や地域の皆様のご協力をいただきな 

がら、学校－家庭―地域が一つとなった学校づくりに向け 
職員一丸となって努力して参ります。           
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東金市長に受賞の報告 
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みんな 
楽しそう！ 


